
第２５７号 平成３１年（２０１９年）４月２６日 2（ ）

一
般
質
問

第１回
定例会

区区
政政
をを
たた
だだ
すす

区
政
を
た
だ

区
政
を
た
だ
すす

　

１
月
に
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番

組
の
中
で
、
区
長
は
、「
１
万
人

ア
リ
ー
ナ
計
画
の
全
面
的
な
見
直

し
」
の
文
言
に
つ
い
て
「
区
民
に

誤
解
を
与
え
た
」
と
認
め
た
上
で

「 
真  
摯 
に
受
け
止
め
る
」
と
明
言

し
ん 

し

し
た
が
、
区
長
は
こ
の
間
「
真
摯

に
受
け
止
め
て
」
何
を
し
て
き
た

の
か
。

　

区　

長　

区
民
会
議
を
は
じ
め
、

区
民
と
対
話
す
る
機
会
を
通
じ
、

再
整
備
の
推
進
を
判
断
し
た
経
緯

を
説
明
す
る
等
、
理
解
を
求
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
決
後
の
事
業
計
画
変
更
を 

丁
寧
に
進
め
よ

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
議
決
を

３０

経
て
お
り
、
そ
の
重
み
を
区
長
は

理
解
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
内

容
を
大
き
く
変
更
す
る
時
は
十
分

な
議
会
で
の
議
論
、
区
民
へ
の
周

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算（
案
）

３１

の
概
要
で
は
、
財
政
運
営
に
関
し

て
、
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
起
債

を
活
用
し
、
基
金
を
計
画
的
に
保

持
す
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
、

起
債
を
活
用
し
な
い
と
の
考
え
方

か
ら
、
大
転
換
さ
れ
て
い
る
。
極

力
起
債
に
頼
ら
ず
、
基
金
を
活
用

す
る
こ
と
が
、
将
来
に
向
け
安
全

な
財
政
運
営
と
考
え
る
。
今
回
の

方
針
変
更
が
、
今
後
の
新
た
な
一

般
財
源
充
当
事
業
等
を
抑
制
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
懸
念
さ
れ
る
。

区
長
の
見
解
は
。

　

区　

長　

基
金
、
起
債
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
活
用
す
る
考
え
方
に
変

更
は
な
い
。
新
た
な
一
般
財
源
充

当
事
業
等
に
は
、
区
有
資
産
の
有

効
活
用
、
民
間
活
用
の
推
進
、
既

存
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
り
財
源

を
生
み
出
し
、
施
策
の
展
開
を
進

め
て
い
き
た
い
。

大
規
模
集
客
交
流
施
設
の 

運
営
形
態
の
在
り
方
を
問
う

　

大
規
模
集
客
交
流
施
設
の
運
営

は
、
民
設
民
営
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
前
区
政
の
時
代
に
は
、
庁

内
で
の
議
論
は
民
設
民
営
の
方
向

で
進
ん
で
い
た
と
聞
く
が
、
新
区

知
徹
底
等
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

現
計
画
よ
り
優
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

事
業
計
画
を
大
幅
変

更
す
る
際
に
は
、
区
議
会
で
十
分

に
議
論
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

区
民
や
関
係
団
体
等
か
ら
の
意
見

を
伺
っ
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
環
境
の
充
実
を
優
先
さ
せ
よ

　

旧
中
野
刑
務
所
の
正
門
に
つ
い

て
、
昨
年
の
予
算
特
別
委
員
会
で

は
、「
平
和
の
森
小
学
校
の
敷
地
内

に
残
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
教
育
委
員
会
は
答
え
て
い
る
。

政
と
な
っ
た
今
で
も
、
そ
の
方
向

性
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　

区　

長　

大
規
模
集
客
交
流
施

設
の
所
有
と
運
営
の
在
り
方
は
、

民
設
民
営
も
含
め
て
様
々
な
ケ
ー

ス
を
想
定
し
て
検
討
し
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
費
用
の
財
源
を 

明
確
に
せ
よ

　

新
庁
舎
建
設
費
用
を
、
周
辺
ま

ち
づ
く
り
か
ら
生
み
出
す
考
え
方

に
変
更
は
な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
費
用
の
財
源
の
詳
細
が
示
さ

れ
な
い
ま
ま
建
設
予
算
を
含
む
予

算
審
議
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
新

庁
舎
建
設
費
用
の
財
源
を
明
確
に

示
す
の
は
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

　

区　

長　

施
設
機
能
や
事
業
手

法
の
考
え
方
を
、
本
年
６
月
頃
に

示
す
予
定
で
あ
る
。
新
区
役
所
整

備
に
関
す
る
財
源
確
保
の
考
え
方

も
あ
わ
せ
て
示
し
た
い
。

大
和
町
内
に
高
齢
者
の
た
め
の 

施
設
を
整
備
せ
よ

　

大
和
町
は
新
井
と
と
も
に
、
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
区
域
内
に
高
齢

者
会
館
が
存
在
し
な
い
地
域
で
あ

る
。
用
途
廃
止
後
の
大
和
西
児
童

館
や
中
野
第
四
中
学
校
跡
地
の
活

用
も
含
め
、
大
和
町
内
に
高
齢
者

の
た
め
の
施
設
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

検
討
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

ま
ち
づ
く
り
の 
進  
捗 

し
ん 
ち
ょ
く

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、
区
議
会
や

区
民
の
声
も
聴
き
な
が
ら
、
２
０

２
０
年
度
に
策
定
予
定
の
基
本
計

画
で
、
施
設
跡
地
活
用
の
方
向
性

を
示
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

た
と
え
、
門
に
文
化
財
的
な
価
値

が
あ
る
と
し
て
も
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
の
充
実
を
優
先
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

平
和
の
森
小
学
校
に

お
け
る
教
育
環
境
の
充
実
と
文
化

財
の
保
護
は
、
校
地
の
拡
大
を
図

る
等
の
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

両
立
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

地
域
医
療
機
関
誘
致
の 

考
え
方
を
問
う

　

①
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
か
ら

提
示
さ
れ
た
移
転
新
築
整
備
基
本

構
想
に
つ
い
て
、
区
は
ど
の
よ
う

な
結
論
を
出
し
た
の
か
。
②
誘
致

先
で
あ
る
旧
中
野
中
学
校
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

代
替
え
施
設
は
ど
の
よ
う
な
場
所

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

区　

長　

①
病
院
か
ら
提
出
さ

れ
た
病
床
需
要
予
測
及
び
構
想
内

　

平
和
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

新
た
な
展
開
と
し
て
、
現
在
の
区

役
所
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、

「
憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
」
宣
言

の
宣
言
塔
を
新
区
役
所
に
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

平
和
の
意
義
を
伝
え

る
象
徴
と
し
て
宣
言
塔
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
も
平
和
事
業
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
区
役

所
へ
の
宣
言
塔
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
問
う

　

①
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
り

集
団
保
育
を
希
望
す
る
子
ど
も
の

受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。
②
今

後
の
保
育
需
要
と
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
見
通
し
は
。

　

区　

長　

①
平
成　

年
度
の
早

３１

い
時
期
に
区
立
保
育
園
で
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
備
し
、
保
育
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
平
成　
３１

　

平
成　

年
度
予
算
案
で
の
注
目

３１

は
、
全
年
齢
の
子
ど
も
・
子
育
て

家
庭
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
で

あ
る
。
①
調
査
に
は
子
ど
も
の
貧

困
実
態
調
査
も
含
ま
れ
る
。
そ
の

解
消
に
取
り
組
む
の
か
。
②
ど
の

よ
う
に
活
用
し
、
子
育
て
先
進
区

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

　

区　

長　

①
子
ど
も
の
貧
困
を

含
む
生
活
困
難
な
状
況
を
分
析
し

て
い
る
都
の
調
査
と
の
比
較
も
必

要
で
あ
り
、
設
問
に
反
映
し
て
い

く
。
②
関
係
団
体
等
と
結
果
を
共

有
し
、
地
域
全
体
で
総
合
的
な
子

ど
も
支
援
策
を
進
め
て
い
く
。

適
切
な
新
庁
舎
整
備
ス
キ
ー
ム
を

　

中
野
区
新
庁
舎
整
備
基
本
設
計

（
案
）
で
総
工
費
が
増
加
し
た
と

聞
く
。
①
総
工
費
は
。
②
増
額
理

由
は
。
③
建
設
財
源
は
現
庁
舎
・

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
活
用
で
、
十

分
に
賄
え
る
と
答
弁
し
て
き
た
が
、

財
源
ス
キ
ー
ム
の
検
討
状
況
は
。

　

区　

長　

①
概
ね
２
８
０
億
円

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
②
建
設

単
価
の
上
昇
、
床
面
積
の
増
加
、

第
三
建
設
事
務
所
整
備
費
等
を
含

む
こ
と
が
主
要
因
で
あ
る
。
③
事

業
手
法
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業

年
度
の
需
要
見
込
み
は
７
０
２
７

人
で
あ
り
、
新
規
認
可
保
育
所
の

誘
致
等
を
進
め
、
平
成　

年
４
月

３１

１
日
現
在
で
、
定
員
合
計
は
７
０

６
５
人
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援

事
業
も
活
用
し
、
待
機
児
童
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。

西
武
新
宿
線 

連
続
立
体
交
差
事
業
を
問
う

　

①
沼
袋
・
新
井
薬
師
前
両
駅
の

地
下
化
工
事
完
了
後
の
鉄
道
上
部

空
間
の
利
活
用
を
決
め
る
際
に
は
、

幅
広
く
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
よ
う
、
西
武
鉄
道
、
東
京
都

と
協
議
を
進
め
て
欲
し
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
②
工
事
の 
進  
捗 
が

し
ん 
ち
ょ
く

遅
れ
て
い
る
と
も
聞
く
が
、
鉄
道

上
部
空
間
の
利
活
用
に
つ
い
て
協

議
、
検
討
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
通
し
は
ど
う
か
。
③
沼
袋
・
新

井
薬
師
前
両
駅
の
ホ
ー
ム
が
新
設

さ
れ
る
際
に
、
視
覚
障
害
者
の
利

用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
を
す
る
よ
う
、
西

武
鉄
道
等
に
要
請
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

区　

長　

①
「
西
武
新
宿
線
沿

線
ま
ち
づ
く
り
整
備
方
針
」
で
示

し
て
い
る
検
討
項
目
に
つ
い
て
、

駅
周
辺
の
町
会
や
商
店
会
、
子
育

て
世
代
、
駅
利
用
者
な
ど
幅
広
く

意
見
を
伺
い
な
が
ら
区
と
し
て
検

討
を
進
め
、
西
武
鉄
道
、
東
京
都

と
協
議
を
し
て
い
く
。
②
事
業
の

完
了
を
見
据
え
つ
つ
、
地
域
の
要

望
と
社
会
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
西
武
鉄
道
、

東
京
都
と
の
協
議
に
着
手
し
て
い

く
。
③
沼
袋
・
新
井
薬
師
前
両
駅

は
、
西
武
鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の

整
備
方
針
の
乗
降
人
員
に
満
た
な

い
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
安
全
対
策

と
し
て
必
要
と
考
え
て
お
り
、
西

武
鉄
道
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

を
想
定
し
、
従
前
資
産
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
。
財
源
確
保
の
考
え

方
は
６
月
頃
に
示
す
予
定
で
あ
る
。

予
算
編
成
の
考
え
方
を
改
め
よ

　

予
算
編
成
の
鍵
は
、
基
準
と
な

る
一
般
財
源
規
模
だ
が
、
こ
の
考

え
方
の
導
入
後　

年
間
で
、
５
度

１１

も
変
更
さ
れ
て
い
る
。
明
確
な
考

え
方
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
定
め

ら
れ
な
い
な
ら
、
十
分
に
検
証
し
、

今
後
策
定
す
る
基
本
計
画
で
新
た

な
財
政
運
営
、
予
算
編
成
の
考
え

方
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

基
本
計
画
の
中
で
、

有
効
な
手
法
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

消
防
団
の
活
性
化
を
図
れ

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律

に
は
、
公
務
員
で
も
消
防
団
員
と

兼
職
で
き
る
特
例
が
あ
る
。
①
現

在
、
団
所
属
の
区
職
員
は
何
名
か
。

②
全
国
的
に
も
現
職
公
務
員
の
兼

職
で
団
員
確
保
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
中
野
区
で
も
若
手
職

員
の
兼
職
の
取
り
組
み
を
進
め
て

は
。
③
団
に
学
生
は
何
名
在
籍
し

て
い
る
か
。
④
団
の
組
織
力
強
化

を
積
極
的
に
支
援
し
て
は
。

　

区　

長　

①
兼
職
職
員
は
い
な

い
。
②
更
に
周
知
徹
底
し
、
志
を

持
つ
職
員
に
必
要
な
支
援
を
実
施

す
る
。
③
平
成　

年
２
月
１
日
現

３１

在
、
中
野
消
防
団
に
１
名
、
野
方

消
防
団
に
５
名
が
在
籍
し
て
い
る
。

区
内
の
大
学
等
の
学
生
に
対
し
、

学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
を
周

知
す
る
機
会
を
検
討
し
た
い
。
④

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

容
は
、
東
京
都
の
地
域
医
療
構
想

や
保
健
医
療
計
画
と 
乖  
離 
が
あ
り
、

か
い 

り

そ
の
ま
ま
で
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
②
区
有
施
設
を
は
じ
め
、

地
域
に
存
す
る
施
設
の
中
で
、
避

難
所
と
し
て
使
用
可
能
な
施
設
を

確
認
し
、
地
域
医
療
機
関
の
整
備

の 
進  
捗 
に
合
わ
せ
て
、
候
補
が
選

し
ん 
ち
ょ
く

定
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
た
い
。

自
由
民
主
党
議
員
団　

内
川　

和
久

区
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

公
明
党
議
員
団　

平
山　

英
明

基
金
と
起
債
に
つ
い
て
の
考
え
方

そ
の
方
針
変
更
を
た
だ
す

日
本
共
産
党
議
員
団　

小
杉　

一
男

「
憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
」

宣
言
の
推
進
を

立
憲
民
主
議
員
団　

酒
井　

た
く
や

子
ど
も
の
実
態
調
査
を
活
用
し

子
育
て
先
進
区
を
目
指
せ


